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①…お父さんと子どもが、共同で料
理を完成させていきます。

…親子の息ピッタリ !
…審査員に見られ、ちょっぴり緊張。

~ 地場産の野菜を使った
おいしい朝ごはんができました ~

2007

1 1.1 5
N o .2 6

第 1 回越前市食育フェアのイベントとして、 朝

ごはんコンテストが行われました。
テーマは ｢お父さんと朝ごはんをつくろう!｣

当日は、 7 組のお父さんと子が、 地場産の旬の

野菜を使った｢おいしそうな朝ごはん｣を、 手際よ

く作りました。
最近は、 朝ごはんを食べない人も多いようです。

アイデア一つで楽しく、 しっかり朝ごはんを食べ

ましょう !

【食育フェアのようすなど、 関連記事を3頁に掲載】

今月のおもな内容

■市政トピックス
2 ･ 3 頁

■教育委員会表彰

■A K A RI(仁愛大学)

.後期高齢者医療制度

■生活情報館
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　　た
け
ふ
菊
人
形
は
今
年
、

新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、

ナ
イ
タ
ー
営
業
を
行
い
ま
し

た
。ナ

イ
タ
ー
は
め
月
5
日
、

6
日
、
7
日
、
12
日
、
13
日
の

5
日
間
、
午
後
5
時
か
ら
8

時
ま
で
営
業
し
ま
し
た
。

期
間
中
は
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ

ン
ド
や
大
観
覧
車
な
ど
運
転
･

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
ほ
か
、

噴
水
前
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
サ
ッ
ク
ス
や
和
太
鼓
な

…‘
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ど
が
日
替
わ
り
で
演
奏
さ
れ
る
な
ど
、

訪
れ
た
人
々
は
秋
の
夜
長
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
菊
人
形
館
の
復
活
な

ど
会
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
も
変
更
し
ま

し
た
。

週
末
な
ど
好
天
に
恵
ま
れ
、
｢こ
し

の
都
千
五
百
年
大
祭
｣
と
の
連
携
も

図
り
な
が
ら
、
今
年
の
菊
人
形
に
は

大
勢
の
人
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

問
合
先

観
光
振
興
課

8
(2
2
)
3
0
0
7

市
政
に
関
す
る
意
見
や
、
ま

ち
づ
く
り
の
身
近
な
問
題
な
ど

に
つ
い
て
、
市
長
が
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
と
直
接
意
見
を
交
換
す

る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
そ
う
と
｢市
長
と
語
ろ
う
夢

･

ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
｣
を
、
9
月
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か
ら
12
月
に
か
け
開
催
し
て
い
ま

今
春
に
開
催
し
た
｢市
長
と
語
ろ

う
地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
｣
は
、
市

"
地
区
の
自
治
振
興
会
を
対
象
と
し

た
も
の
で
し
た
が
、
今
回
は
伝
統
産

業
グ
ル
ー
プ
や
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

民
活
動
団
体
な
ど
公
募
も
含
め
約
o

団
体
を
対
象
に
実
施
し

鰹
て
い
ま
す
。

,
二

今
後
も
、
市
民
の
声

を
直
に
聞
き
な
が
ら
、

皆
さ
ん
と
協
働
で
｢元
気

な
自
立
都
市
･
越
前
｣
を

軽

目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り

…
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▲
問
合
先

秘
書
広
報
課
秘
書
室

咎
(2
2
)
3
4
2
7

▲
環
境
グ
ル
ー
プ
と
の
懇
談
の

よ
う
す

(10
月
22
日
、し
ら
や
ま
い
こ

い
館
で
)

こ
の
機
会
を
と
ら
え
、
紫

式
部
の
偉
業
を
た
た
え
る
と

と
も
に
、
｢源
氏
物
語
｣
が
宿

す
日
本
文
化
の
美
と
思
想
を

後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
、
京
都
に
源
氏
物
語
千
年
紀

委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

越
前
市
は
、
紫
式
部
が
た
だ
一
度
、

都
を
離
れ
て
暮
ら
し
た
場
所
で
あ
り
、

｢源
氏
物
語
｣
の
執
筆
に
多
大
な
影
響

泉
都
に
源
氏
物
語
千
年
紀

組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、
越
前
市
長

足
し
ま
し
た
。

が
千
年
紀
委
員
会
特
別
委
員
に
委
嘱

、
紫
式
部
が
た
だ

一
度
、
さ
れ
ま
し
た
。

暮
ら
し
た
場
所
で
あ
り
、

来
年
の
た
け
ふ
菊
人
形
で
は
、
源

｣
の
執
筆
に
多
大
な
影
響

氏
物
語
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
が
予

を
与
え
た
と
さ
れ
る
、
ゆ

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
本

か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
や
、
市
な
ら
で
は
の
催
し
を
市
民
の
皆
さ

今
日
ま
で
の
本
市
の
取
り

ん
と
展
開
し
、
本
市
の
持
つ
豊
か
な

▲
事
前
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た

｢平
安
雅
の
行
列
｣
に
参
加
し
た

子
ど
も
達
。

(10
月
21
日
、菊
人
形
会
場
で
撮
影
)

　　　　 　　　　

　　　　　
▲ライトアップした会場で演奏を楽しむ人々
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文
化
的
資
産
を
県
内
外
に
大
き
く
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。
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課
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食
育
活
動
に
つ
い
て
関
心
を
高
め
て

も
ら
お
う
と
、
第
1
回
越
前
市
食
育
フ

ェ
ア
を
10
月
2 8
日
、
越
前
た
け
ふ
農
業

協
同
組
合
営
農
セ
ン
タ
ー
(平
出
二
丁
目
)

で
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
採
れ
た
て
の
地
場
産
野

菜
な
ど
が
並
ん
だ
直
販
所
や
、
各
種
団

体
の
活
動
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
な
か
に
は
地
場

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
や
、

食
用
菊
の
試
食
が
で
き
る
ブ
ー
ス
も
あ
り
、

訪
れ
た
人
は
お
い
し
く
食
に
つ
い
て
考

え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
朝
ご
は
ん
の
大
切
さ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
朝
ご
は
ん
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
。
32
組
の
申
し
込
み
の
な
か
か
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父
親
と
子
ど
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導きうるはね握らゞ云う指定箋炊き
　 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　　 　

　 　

色とりを良くする彪め、スクラン
ブルエッグはB、んわり、大きめに。
これは息子の得意料理です′

- -‐/~ }/＼~ -　　　　　　　　 　　　　　 　 　 　 　 　

たつき
ん ･樹さん(余川町)

0 小松菜はざく切りに、カブは薄切りに
切る。

のフライパンにバターをひき、 溶いた卵に
牛乳を加え、 スクランブルエッグを作る。

のごま油で小松菜、カブを妙める。
の@に油揚げ、シラスを加え塩で味付けする。
のりとのをざっくりまぜ、できあがり。

--
ノーt

ら
書
類
審
査
を

通
過
し
た
7
組

も
が
、
地
場
産

の
野
菜
を
使
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル

朝
ご
は
ん
を
作

り
ま
し
た
。

わ
た
な
べ
の
ぷ
お

そ
の
ほ
か
農
学
博
士
の
渡
辺
信
夫
氏
を
講

師
に
招
き
、
｢食

･
農
の
再
生
と
食
農
育
｣
と

題
し
た
記
念
講
演
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
渡

辺
氏
は
現
在
の
食
環
境
の
危
機
的
現
状
を
指

摘
し
た
う
え
で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
食
育
の

必
要
性
を
力
説
。
参
加
者
は
、
今
後
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、
熱
心
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。

市
で
は
今
後
も
小
学
校
給
食
に
地
場
産
野

菜
な
ど
を
多
く
取
り
入
れ
る
な
ど
、
｢市
食
育

実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
の
実
現
に
向
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
合
先

農
政
課

寒
2
2
)3
0
0
9▲かるたを使って楽しく食育

　　

　　

　

　
　

　

　
　　　
　　

◆
一
日
に
必
要
な
野
菜
の
量
を
計
る
子
ど
も
達

、{轆 蛇 影 馨“ 事 態〆警察.と謹謨~嬉したメニユ-を紹介します~

杷、カブ2個、 "N3個、牛乳(大
油揚げ2 枚、 シラス8 0 、

【材料/ 4人分】
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三
谷ぶ
ぞ

　　
　
　
　
　

　
　　　
　
　
　　

ごま油、バター、塩 (適宜)

癖
子
ど
も
達
の
朝
食
欠
食
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

作
成
し
た
｢朝
食
推
進
ポ
ス
タ
ー
｣。
仁
愛

大
学
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

さい讓
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■
さわざきひでゆき よしゆき
澤崎秀之さん ･良之さん
(姫川二丁目)

んさ
、

ほ帆し志ん
　　　

■
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鑿鬮鬮圓襲檄で爾姿涜公表き蓚“
教育委員会は11月 3 日、 学術や文化、 教育などの振興発展に尽くされた 5人を表彰しました。
長年にわたり教育の振興発展に貢献された教育功労者に 3人が、 教育の各分野で顕著な業績、 特筆す

べき研究があり、 今後の活躍が期待される教育奨励賞に 2人が選ばれました。 (順不同、 年齢は表彰当時)
パル 滅》》》“グミかれ“ノン‐/》′〉‐》だめ;〉!◆′》}》}》》》〉芝為

　　　

　　　　　　
　　　　　　

　　

ま
つ
い
ま
さ
た
か

松
井
正
隆
さ
ん

富
士
見
ぜ
謳
一計
鯛
.
61
歳

書
家

･
松
井
牛
歩
と
し
て
、

　　
　
　
　

ま
た
、
市
文
化
協
議
会
理
事
長
、
市
青
年
セ
ン
タ

ー
運
営
審
議
委
員
、
丹
南
芸
術
家
協
会
副
会
長
を

務
め
る
な
ど
、
書
道
以
外
に
も
広
範
に
貢
献
。

林

敏
明
さ
ん

粟
田
部
町

･
60
歳

“
"

市
中
学
校
長
会
長
、
県
中
学
交

雑
も
銃,
長
会
則
会
長
を
歪
壬
し
･
市
や
目
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　

　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

県
中
学
校
体
育
連
盟
(以
降
、
中
体

連
)南
越
支
部
長
、
同
中
体
連
軟
式
野
球
部
長
と

し
て
競
技
力
向
上
に
尽
力
し
、
地
区
内
の
保
健
体

育
に
お
け
る
教
育
水
準
の
維
持
向
上
に
貢
献
。

育 し 運 林揮

小
学
校
連
合
体
育
大
会
を
、

【
を

･屏
だ

　

　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　　　　
　
　　

場
や
、
市
P
T
A
連
合
会
な
ど
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
連
絡
調
整
に
当
た
る
な
ど
、
全
市
的
な
視
点

か
ら
学
校
教
育
の
振
興
、
発
展
に
大
き
く
貢
献
。

　　　　

　　　　校 絡 市

　　　　　

内学
校
教
育
』

　　　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　

体 と 体 た 県 校

た
ち

あ
き
お

舘

昭
夫
さ
ん

瓜
生
町

･
55
歳

国
高
地
区
体
育
協
会
会
長
と

し
て
、
地
区
民
の
体
力
づ
く
り

と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
普
及
に
尽
力

ま
た
、
市
体
育
協
会
常
任
理
事

の
ほ
か
、
体
育
指
導
員
と
し
て

総
務
部
長
、
企
画
部
長
な
ど
を

歴
任
し
、
市
の
体
育
ス
ポ
ー
ツ

貢 生 歴 総 の ま と し 舘を楪
祓涯任務ほたるて璽昭“健

　　　　　　　　　　
す 異体

“ツ医医さ 薹

内社
会
教
育
図

い
ち

こ
と
よ

一
琴
代
さ
ん

片
屋
町

･
56
歳

市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
で
、
か
る
た
競
技
の
指
導
者

･

と
し
て
市
子
ど
も
会
の
リ
ー
ダ

導
部
員
(大
人
)の
資
質
向
上
に
貢

献
。
現
在
は
、
市
社
会
教
育
委

員
と
し
て
、
社
会
教
育
振
興
に

尽 員 献 導 1 と 審 会 g雇乾 数 ･れとご習字と窒｣で亨馨主会淺 苔
　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　　 　 　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

　 　　
　 　 　
ミ考 -------J

　　

1 f ツ 区
ツ の 企 育 育 振 民
の 両 こ 皿 の
振 育 部 導 会 普 体
興 ス 長 員 常 及 力
発 ポ な と 任 に づ
展 1 ど し 理 尽 く
に ツ を て 事 力 り

　　　　　　　　　
に 委 貢 指 ダ 長 . 議 歳

問
合
先

教
育
総
務
課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　
清掃組合が推進するごみ排出量の抑制やリサイクル活動などに活用する

待つてます!

シンボルマークを募集します。

応募内容(デザイン ･規格)
のごみ袋や車両、 看板などに活用しやすいデザインで

あること。
の使用できる色は、 用紙の地色(白)以外に 3色以内。
※グラデーション(ばかし、 濃淡そのほか不鮮明な表現)

で表したものは不可。
応募資格 県内に在住、 もしくは通勤(通学)する個人、

またはグループ。
応募方法
○応募用紙、 または縦横 15センチメートルの枠を書

いた A 4 版白色用紙(上下を明示)を縦長で使用して
ください。

※応募用紙 1 枚につき 1 作品とします。
※応募用紙はホームページからダウンロードできます。
の枠外に住所、 氏名、 年齢、 電話番号およびデザイン

の趣旨を記載のうえ、 郵送または直接持参してくだ

. さい。(作品は、 折らないでください。)

! @ 作品は自作 ･未発表のものに限り はl ます。 　 　　　　　 　
の 1人何点でも応募可能とします。 ＼-

/
/賞金 10万円( 1 点) /

　　
　 　

　※揚巍生錆篝碧てきた‘/ "だ幇轢 きけれ
応募 ･問合先

′ へりず り

〒9 1 5一0 8 0 2 ヌ
ネ(っ-(ヴソ

, ‘ノ ＼
北府 1丁目 3番20号

]
＼

‘
!均

.ふ
れれ 7 , げ

南越清掃組合第 1清 " 飼
、)

/ - - で う、 -

掃課 ｢シンボルマー

　 　　　　
　 　 　　　　　　　　　　 　　　　ホームページアドレス ＼ミ

h ttp :/ / w w w .n a n e ts u s e is o u .o r .jp /
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歩きhit趨き演述f 仁大生発 まちなか活動ニュース N o ･2 仁愛大学

E榔 燕盛況 ~ 藥場者窓鉋藍轉訓鰯翻《~
世灯祭幕になる

10月2 0 ~ 2 1日の2 日間、‘=

糞。
･
淺発

さ~多
愛大学で世灯祭を開催、 2 18 8

人もの方がお越し下さいました。
やぐらと紅白のちょうちんで演

　　　 　　　　　　　　メガ

リユー ジンダイ
R Y U×J IN D A l｣のライブが行われ、 大変盛り上がりました。 テー

いつか
マである『-和』は、 来場者のみなさまが楽しんでいただけたこと

によって完成されました。関係者含め世灯祭に携わってくれたみ

なさま、 本当にありがとうございました。
(世灯会会長/ 3年 P S Y 浜崎格太)

らぶ ･キャンバス開催

3 回目となる今回は、 女性はメイク、 男性はファッションとマ

ナーに分け、より魅力を磨くセミナーを実施します。その後、 お

しゃれなレストランにておいしい食事やゲームとともに、 気軽に参

加できるパーティーを開催します。みなさまのご参加をお待ちし

ております! (後援:越前市、 越前市教育委員会)

対象者:23 ~ 35歳の未婚の男女

定 員:男性35名、女性35名

参加費:男性 6 ,0 0 0円、 女性 3 ,5 0 0円
0 一 . ･

詳細は httP ://W W W‐jin d a i‐a in et‐jP/love℃a nn/fo rm‐ht m l

仁愛大学和太鼓“‘= "は2 0 0 4年に｢仁愛大学和太鼓サークル｣

として結成、 現在部に昇格し活動中で、 18名の部員がいます。

私達の名前、
“{ごには人を思いやる いつくしみの起き｣という意味

があります。その仁の意味を大切にし、 お互いを尊敬し合い、 思

いやり、仲間を信頼する気持ちを大切にしています。そして、 活

気流れる愉しい演奏ができるように日 、々 練習に励んでいます。
“{三は、 学内のイベントにとどまらす地域での催しものにも参加

しています。学生たちが奏でる魂の演奏を、 お楽しみください。
(和太鼓リーダー/ 3年 C O M 山口哲弘)

　　　　 　　　　　　　　
図書館情報

本学の図書館では平日9 :0 0 ~ 2 1 :3 0、 土曜日は9 :0 0 ~

18 :3 0 までご利用いただけます。 図書、 雑誌、 D V D を収容、

中学生以上の方であればどなたでもご利用いただけます。なお

越前市立図書館利用カードをお持ちの方は、 そのカードと身分証

を受付に提示いただければ貸出することもできます。冊数5冊以

内、期間2週間以内です。

他の図書館と比べて開館時間が長く、 勉強スペースが充実しき

ているのが最大の魅力です。仁愛大学の近くにお住まいの受験

生もぜひご利用ください。

僕たちを

見かけたら
一

声援おねがい ノ

　　　　　

サークル紹介

和太鼓“仁"

じん

　　　　　
すも′叉

　

　
　
　

　　　
う麩
　

　

れ夢
日 時

11/7困 ~ = /30◎

内 容

紙芝居 協國本天皇物語｣展示
参加者等

藪内研究室、 味真野自治振興会共催

= /29困
1 3 :0 0 ~ 1 4 :3 0

墜饉團翻鬱コミュニケーション技法
市職員と仁大学生とのワークショップ

･源氏物語千年祭などのイベント

･仁愛大学と地域連携の進め方

12/3個)~ 12/25関

仁大“あしr デンテイテイー展
12/ナ〉12/B
地域とのネットワーク活動展

12/14′〉12/25
入学式ヒストリー

仁愛大学、 同同窓会共催

金田研究室･稲葉デザインルーム協力

12/20困
13 :0 0 ~ 1 4 :3 0

強国覊馳鬱コミュニケーション技法
市長と仁大学生との意見交換会

テーマ未定

駅前センチュリープラザ内
市民馴れ鑓いけロン

仁愛大学催事

《申込 ･問合先》仁愛大学 総務課
毬(27 )2 0 10
電子メールアドレス iim u@ iindai.ac .ip

編集 ･片山、 玉田、 野口
(仁愛大学 C O M 学科)

① 越前市広報11月 15日号
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急速な少子高齢化の進展や医療技術の進歩などに伴い、 老人医療費が増大し

ており、 公的医療制度を担う国や地方の財政は、 今後ますます厳しさを増して

くることが予想されています。
こうした中、 県全体で、 健全な財政運営を図り安定した保険運営を目指すため、

75歳以上の人全員を対象に、 新たに｢後期高齢者医療制度｣が始まります。

(《河港覇淺粉きき3競泳一円特訓前月rh爺解き祷偏僻鳶

　　 　　 　　　　　
。 旨 玉 z 、‐呆ム △.丑" 口

、など) :
＼ Q , し ･ - - - “℃)保険証(国民健康保険や社会･共済保険など)

o 老人保健証(医療受給者証)

-越釜山
加入している健康保険に支払います。

※社会･共済保険の被扶養者は、 現在、 掛け -

金はかかっていません。

これまでの老人保健制度では、
!国民健康保険や社会保険などに

l加入しながら老人保健制度の対

l 象になっていましたが、 これか

: ら7 5歳以上の人は、 健康保険を

l ぬけて新たに後期高齢者医療制

! 度に加入することになります。
: ※6 5歳以上の人でも、 障害のあ

る人で老人保健

の認定をすでに

受けている人も
色詫

対象となります。 砦 な

※ - 人に一枚交付します。
※扶養制度はありません。

同郷滋副
被保険者すべての人に、 保険料がかかり :

ます。 原則年金天引きで、 市に納めます。 -

後期高齢者医療制度は、 県後 "

l期高齢者医療広域連合が運営し !
l ます。 保険料率については、 1 1 !
; 月下旬に開催される県後期高齢 l
: 者医療広域連合議会で決定され :

; る見込みです。
今まで保険料のかからなかっ :

: た被扶養者でも、 保険料が必要 l
: となります。 なお、 所得の低い :

l 人は、 所得水準に応じて保険料 i
- が軽減されます。

また保険料の納付は、 年金か

の ; らの天引きが原則となります。

メニテ"ニトノさし＼!′{~ ~こ れ‐‐＼ ･＼/ ~、こす＼』＼ メニ= ＼作 ＼ゞ
}!7 !で!(マンですなきこうバ、l 朧々＼ふき｢ だき与り!~ふ し一----- - -…--ーいくこそ "‐つく産しノリ!メフ

、メゾ-# 熱、L-~＼ふたトリ武二リノ,は碁･＼ ^ =＼ノン･ポークさ しもふろ/しノでき -/'ゞ ノミトンハト-ゾでごて一二一ゞ‘＼ノノ′＼ミニキノ ＼-ノ シン ＼‐ 、 う )

平成20年 4月時点で75歳以上

の人は 3 月中に、 以後7 5歳とな

る人には誕生日前月に、 保険証

を郵送(書留)します。
※7 5歳以上の人に扶養されてい

た人は、 その健康保険から脱

退しますので、 ほかの家族(子 l
どもなど)の扶養に入るか、 市 !
の国民健康保険に加入する手 :

続きが必要に

なります。

〔G慶さ掠礎}罰のめ葱E饑誘諄袴幅胴蕪趣旨司 かかった費用の 1割(現役並み所得者は 3割)

医療機関の窓口で支払う自己負担は、 これまでの老人保健制度と同じように、

かかった費用の 1割く現役並み所得者は 3割)を自己負担してください。

問合先 保険年金課 管(2 2 )3 0 0 2

　　　　　　　　　　　
鶴期高齢轡幅ぼうき“鋤き≧とに加入

7 5廟に残すて>たら
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ま
し

　
　
　
往

を
納

市では今後とを、
財政の健全化と納
税の公平性を確保
する彪め、 市税の
一層の徴収強化に

市
で
は
本
年
度
か
ら
、
市
税
滞
納
処

分
と
し
て
市
が
差
押
え
を
行
っ
た
財
産

に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
公
売
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
8
月

の
第
1
回
目
に
引
き
続
き
、
第
2
回
目

の
公
売
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

公
売
参
加
申
込
期
間

1 1
月
1 5
日
の

11
月
2 9
日
の

入
札
期
間

午
後
1
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で

物件の情報

＼
公売物件①【土地付建物1 公売物件②【土地付建物1

所 在 地 広瀬町19 8字1 2 2番4 大虫町 7 字32番 3
内 容 捌

疑
綱

雛
綴喜鰍

楓歌う欄彌

豊
醐 拗

離
雛

(

2

3
蝋鱗

豊
醐

見 積 価 額
(最低入札価額)

円坊に〉4▲ 円坊ワ‘
公売保証金 円坊4▲ 円坊

12
月
4
日
"

午
後
1
時
か
ら

1 2
月
1 1
日
"

午
後
1
時
ま
で

公
売
保
証
金
の
納
付
期
限

1 1
月
2 9
日
㈱

お
願
い
(注
意
)

入
札
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
参
加
と
な
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
先

納
税
課

費
2
2
)3
0
1
5

　　
　
　
　
　

　

-

-

｣転じ‐

′
-＼

◎
読
書
◎
秋
で
前
皿
閲蘂
気
に
入
り
◎
淋
を
撰
そ
う
!
◎

~
車
爽
図
書
館
◎
取
り
組
み
好
評
、
賞
趾
隊
約
2
倍
に
帽
印~

中
央
図
書
館
の
利
用
は
、
貸
出

人
数
･
貸
出
冊
数
と
も
昨
年
と
比

べ
約
2
倍
と
な
り
ま
し
た
。

理
由
と
し
て
は
、
明
る
く
ゆ
っ

た
り
し
た
開
放
的
な
建
物
、
駐
車

場
の
拡
充
と
い
っ
た
設
備
や
、
蔵

書
･
開
館
日
数
の
増
加
、
実
用
書

コ
ー
ナ
ー

･
テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ

ー
な
ど
の
設
置
な
ど
、
ハ
ー
ド

･

ソ
フ
ト
両
面
で
の
充
実
し
た
図
書

館
づ
く
り
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
購
入
し
た
C
D
･

問
合
先

中
央
図
書
館

寳
2
2
)0
3
5
4

　　　
　

　

　

　

　
　

好
評
も
賞
曲
汁は
約
2
倍
に
豊
℃
!

今後
-驫ぼし捌き胤満低禰"、

D
V
D
の
館
内
視
聴
や
貸
出
も
大
変

は
、
引
初
!
W
鰐
冊
蝋

　

　　
　　

好
調
で
す
。
雑
誌
も
2
7
5
誌
と
移

き
続
き

館

転
前
の
3
倍
以
上
に
増
え
、
貸
出
の

資
料
の

…
“

,中
澤小
≦

‐ミ

多
い
雑
誌
は
保
存
期
限
を
延
ば
す
な

充
実
を
…

-

邊
【

科
‐

ど渕捌諸“腰瀘虻麟
欧蕁鰹窮0姻る競
う
""盈燈
す漣

鱒内整理淋臨月増◇毎明鞠1林
諸絆働き産めの壯洋酒靜泥葹

剛
図

家
禮
双
き
t
た

;

い

乙

起
ハ
マ
く
才
を
4
た

4
置
モ
諸

程
日
こ
改
め
ま
し
た

こ
れ
は

今

運
ん
で
く
れ
る
よ
う
ぼ
企
画
も
考

書
館
や
鯖
江
･
県
立
図
書
館
の

え
て
い
ま
す
。

館
内
整
理
休
館
日
が
、
す
べ
て
第
4

読
書
の
秋
で
す
。
身
近
な
図
書

木
曜
日
の
た
め
、
利
用
者
の
便
宜
を

館
で
、
お
気
に
入
り
の
一
冊
を
見

図
る
た
め
試
行
的
に
変
更
し
ま
し
た
。

つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

軍威す提議華園町範囲こご呵園我博メ館刀風潮国事翼
　　　　　　　　 　　　　　　

▼入館者数 2 9万2,0 24人K昨年の1.7倍"

▼貸出人数 10万9,6 14人K昨年の2.1倍"

▼貸出冊数 4 2万97 9冊 《昨年の2.1倍"

▼登録者数 1万4 ,2 92人

▼予約 ･リクエスト件数 1万1,7 7 6冊

予約は、 電話や F A X でもできます。
またあらかじめ登録すればインターネッ
トからも予約できます。

●相互貸借サービス
当館に無い本は、 購入するか県内外の

図書館から借り受けて提供します。
●定例行事
･おはなしあのね

(絵本の読み聞かせ、 手遊びなど)
第 2 ･ 4 土曜日 午前11時 ~

･たのしいかみしばし、

　　
　　　　

離叛翳
　　
　

●

･

･

･

･

･きっずらんど(簡単な工作など)
第 1 ･ 3 土曜日 午前11時 ~

･名作映画会
毎月最終土曜日 午後 2時~

･その他 クリスマスのつどい、 C D や
S P レコードのコンサートなど。

●学校支援
市内の幼稚園 ･保育園 ･小学校へ司書

が出向き、 読み聞かせやブックトークを

実施。 団体利用も随時受け付けます。

⑦ 越前市広報11月 15日号



◎
備
え
隠

禿
藻
窯
で
す
か
◎
①

昨
年
の
暖
冬
で
、
雪
へ
の
対
策
が
不
じ
ゅ

う
ぶ
ん
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

冬
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
早
め
早
め
の

対
策
を
と
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
ル
ー

ル
や
、
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
み
ん
な
で
話
し
合

い
、
協
力
し
て
雪
対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

み
◎
降
雪
前
に
早
め
の
準
備
ー
.
)

･
各
家
庭
で
、
耐
寒
用
品
な
ど
を
含
め
た
非

常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

･
停
電
対
策
と
し
て
、
ろ
う
そ
く
や
懐
中
電

灯
な
ど
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

･
山
間
部
の
道
路
沿
い
で
、
倒
木
の
恐
れ
が

あ
る
木
は
伐
採
し
ま
し
ょ
う
。

･
降
雪
前
か
ら
ス
タ
ッ
ト
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
装

着
し
、
降
雪
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

{◎
気
象
情
報
に
注
意
!

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　
　　
　
　
　

･
気
象
情
報
な
ど
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
、

大
雪
警
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、

な
る
べ
く
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

･
降
積
雪
時
に
お
け
る
マ
イ
カ
ー
は
控
え
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎ゞ
車
⑬
放
置
隊
、
み
ん
な
の
迷
惑
!
)

･
除
雪
の
支
障
と
な
る
路
上
駐
車
を
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

･
除
雪
車
が
通
っ
た
後
に
玄
関
先
や
車
庫
前

に
残
っ
た
雪
は
、
各
家
庭
で
雪
寄
せ
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

※
次
号
(広
報
12
月
15
日
号
)
で
、排
雪
場
所
な
ど
除
雪
に
関
す
る
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
先

防
災
安
全
課

禦
2
2
)3
0
8
1

◎
屋
根
雪
下
ろ
し
隊

地
域
ぐ
る
み
で
、

い
っ
せ
い
に
!

･
一
斉
屋
根
雪
下
ろ

一濯
げ

載

子

し
な
ど
地
域
ぐ
る

…
様

み
で
除
排
雪
を
し

螫
が

…
知

　
　
　
　
　

　

　
　

宅
な環
の際排
雪

門
1
険

な
ど
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

(
◎
除
雪
作
業
は
無
理
し
は
い
で
-
÷

･
作
業
前
に
は
必
ず
準
備
運
動
を
し
、
無
理

を
せ
ず
じ
ゅ
う
ぶ
ん
休
息
を
と
り
、
水
分

を
補
給
し
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

･
動
き
や
す
い
服
装
で
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

･
一
人
で
作
業
は
し
な
い
で
、
複
数
で
行
な

い
ま
し
ょ
う
。

/
◎
生
活
道
路
の
除
排
雪
に
、
ご
協
力
を
!
)

･
生
活
道
路
、
歩
道
、
バ
ス
停
付
近
や
防
火

水
槽
、
用
水
路
付
近
の
除
排
雪
に
協
力
し

ま
し
ょ
う
。

･
除
排
雪
さ
れ
た
道
路
へ
の
雪
の
投
げ
捨
て

は
や
め
、
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
排
雪
し
て

く
だ
さ
い
。

･
水
道
水
は
融
雪
に
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま

く
‘
に
“
雪
“
。

畳

水
路
へ
の
投
雪
を
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

了
り

ん
ご
ん
も
ぎ

さ
ふ
も
虱

#

〆
′
~
/喀

家
の
天
井
や
床
下
に
何
か
動
物
が
入
り
込
ん
で
い
る
よ
う
で
、
夜
中
に
音
を

越前市広報11月 15日号 ④

め
て
威
嚇
し
彪
り
、
こ
ち
ら
へ
同
か
つ
て
く
る
よ
う
な
し
ぐ
さ
を
貝
せ
ま
す
。
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床
下
は
ア
ナ
グ
マ
や
タ
ヌ
キ
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
動
物
は
、

＼

や
末
下
を
巣
と
し
冊
蝸
調
鱗
繊
盛
纖鰡翻

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　

り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ル

-
増
-

"
増

ゞ
、＼
に
近
づ
く
の
は
、

.

盡
F
睫

鰤
と
艶
墓
え
て
ハ
る

.“ゞ

%“協
直
燭
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　
　
　

　
　　
　
　
　
　　
　

た
め
で
す
。

を
れ
で
は
、
と
う
す
れ
は
い
い
の
?

圏
家
屋
な
ど
に
入
り
込
む
動
物

""

家
屋
や
庭
な
ど
、
個
人
が
管

,

理
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
市

が
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

天
井
や
床
下
か
ら
動
物
を
追
い
出
す
に

は
、
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
(ネ
ズ
ミ
や
シ

ロ
ア
リ
の
防
除
の
こ
と
)を
行
う
業
者
に
依

頼
す
る
か
、
煙
の
出
る
防
虫
剤
な
ど
を
使

っ
て
、
い
ぶ
し
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、

一
度
追
い
出
し
て
も
ま
た
戻
っ
て
く

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
侵
入
路
を
見
つ
け

て
ふ
さ
ぐ
な
ど
、
粘
り
強
い
対
応
が
必
要

で
す
。

に
出
没
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
前
回
お

話
し
し
た
と
お
り
、
え
さ
や
生
活
環
境
な

ど
動
物
が
集
落
に
出
没
す
る
理
由
を
な
く

す
こ
と
が
重
要
で
す
。

家
庭
の
ゴ
ミ
の
適
正
管
理
や
、
自
家
菜

園
や
果
樹
な
ど
に
ネ
ッ
ト
な
ど
の
防
除
対

策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
え
さ
を
取
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
飼
い
犬
に
近
づ

い
た
と
き
は
、
犬
小
屋
ご
と
車
庫
や
物
置

の
中
に
移
し
、
サ
ル
が
近
づ
け
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。
無
理
に
追
い
払
お
う
と
す
る

と
反
撃
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

極
力
相
手
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、

集
落
内
に
居
つ
い
て
し
ま
っ
た
サ
ル
に
つ

　　　
　
　

て
く
だ
さ
い
。

圏
ま
と
め

人
間
の
生
活
に
影
響
が
あ
る
場
合
は
対

策
が
必
要
で
す
が
、
知
恵
で
乗
り
切
っ
て

仲
良
く
暮
ら
し
た
い
で
す
ね
。

問
合
先

農
林
整
備
課

管
(2
2
)3
0
0
8

※
ア
ラ
イ
グ
マ
;
･北
米
原
産
。
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
生
育
す

る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
動
物
。
見
つ
け
た
ら
農
林
整
備
課
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。



11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応
件
数
は
、
年
々
増
加
し
、
そ
の
内
容
も

専
門
的
な
支
援
が
必
要
な
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
最
近
は
特
に
、
子

ど
も
た
ち
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
よ
う
な
重
大
な
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

児
童
虐
待
問
題
は
、
虐
待
の
予
防
は
も
ち
ろ
ん
、
早
期
発
見
、
早
期
対

応
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
児
童
虐
待
問
題
に
つ
い
て
の
理

解
を
い
っ
そ
う
深
め
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

周
囲
の
人
の
勇
気
あ
る

一
報
が
、
子
ど
も
の
命
と
心
を
、
そ
し
て
親
の

人
生
を
も
救
う
の
で
す
。

今
虐
待
の
兆
候
は
い
る
い
る

あ
り
ま
す
o
例
え
ば
!
。

･
た
た
く
音
や
、
叫
び
声
が
聞
こ

え
る
。

･
不
自
然
な
傷
が
多
い
。

･
衣
服
や
体
が
い
つ
も
極
端
に
汚

れ
て
い
る
。

･
小
さ
な
子
ど
も
を
置
い
て
外
出

し
て
い
る
。

･
親
(保
護
者
)を
極
端
に
怖
が
る
。

･
子
ど
も
が
極
端
に
無
表
情
。

※
子
ど
も
は
、
自
分
か
ら
救
い
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

管(2 2 )3 0 7 7 午前9時~午後5時半(緊急時は夜間も対応)

◆その他 地区民生児童委員、 県児童相談所、 丹南健康福祉
センター、 警察(緊急の場合)など

※相談内容など、 秘密は守ります。

少しで趨気がかり葱邑とがあったら 幅談を g

◆児童福祉課家庭児童相談室 " ◇ “

独(2 2 )3 6 2 8 午前8時半~午後5時半 麟 聴き
公(2 2 )3 0 0 0 (夜間受付)

　

　　

た

朝

　

　

　◆児童家庭支援センターたけふ｢ポケット｣

口先

児
童
福
祉
課

費
2
2
)3
0
0
6

　

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

親
子
な
ど
が
、
自
由
に
過
ご
す
こ

と
の
で
き
る
広
場
で
す
。

子
育
て
を
し
て
い
る
人
た
ち
同
士

が
、
情
報
交
換
を
し
た
り
話
を
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
紙
芝
居
や
手
遊
び
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。

▼
N
P
O
法
人

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

ピ
ノ
キ
オ

▼
フ
オ
ル
マ
シ
オ
ー
ン

▼
い
ま
だ
て

※
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
場
所

や
利
用
時
間
は
、
15
頁
の
｢無
料
相
談
｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

鯖
江
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

7の
さ
ば
え
も
み
じ
ま
つ
り
開
催

2

1 2
月
初
旬
ま
で

鯖
江
市
西
山
公
園

2
回
目
と
な
る
今
年
は
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
が
行
わ
れ
、
夜
間
も
美
し
い
も

み
じ
が
楽
し
め
ま
す
。

2 3
日
か
ら
2 5
日
ま
で
の
3
日
間
は

響
陽
庭
園
入
口
で
の
屋
台
の
ほ
か
、

周
辺
商
店
街
な
ど
で
各
種
イ
ベ
ン
ト

が
い
っ
ぱ
い
。

メ
ガ
ネ
や
漆
囲
曖
跨
ぎ
鰐
臥鹸
M盤

　　　
　
　　
　
　
　
　

器
お

か
き
の
き澤
野
梅
壇

＼
、
＼

′

　
　　
　
　　
　
　

イ
ベ
ン
ト
開
催
日

1 1
月
2 3
日
㈲
、
24
日
の
、
25
日
㈲

内
容

ラ
ー
メ
ン
屋
台
、
も
み
じ
茶

屋
、
物
産
市
、
の
だ
て
、
写
生
大

会
、
携
帯
電
話
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、

鯖
江
人
形
浄
瑠
璃
｢近
松
座
｣公
演

な
ど

問
合
先

も
み
じ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

独
(5
1
)
2
8
0
0

① 越前市広報11月 15日号

◎
講
座
受
講
料
や
生
活
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

こ
ん
な
時
!
･

▼
母
子
家
庭
の
母
が
、
就
職
の
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
て
い
る
講

座
を
受
講
す
る
場
合

▼
専
門
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
2

年
以
上
学
校
な
ど
に
通
う
場
合

※
い
ず
れ
も
所
得
制
限
な
ど
の
条
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

一◎
就
業
相
談
を
実
施

…
と
き

1 2
月
1 3
日
閑

…
午
後
1
時
5
3
時

“
と
こ
ろ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
(府

…

…
中
一
丁
目
)

…費
用

無
料
(要
予
約
)

◎
日
常
生
活
の
お
手
伝
い
を
す
る

支
援
員
を
派
遣
し
ま
す

こ
ん
な
時
･ー

▼
一
時
的
な
傷
病
や
進
学
、就
職
活

動
、
冠
婚
葬
祭
、
出
張
、学
校
な
ど

の
公
的
行
事
に
参
加
す
る
た
め
日

常
生
活
を
営
む
の
が
困
難
な
と
き

▼
母
子
･
父
子
･
寡
婦
家
庭
と
な
っ

て
、
生
活
が
安
定
し
な
い
と
き

費
用

所
得
に
応
じ
て
一
部
負
担

(最
高
3
0
0
円
/
1
時
間
)

問
合
先

児
童
福
祉
課

管
(2
2
)
3
0
0
6



野

N
P
O
本
〈流
…愈
不
(2
0
0
7

ご
ぶ

の
っ
ぽ

≦
乳

｢N
P
O
で
行
こ
う
-
｣

,L圭
司
配

き
ー
【
-

相
互
に
連
携
し
て
、
相
乗
的
で
独

き"“

創
的
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

』破

る
、
市
内
の
N
P
0
や
市
民
活
動
団

　　
　　　　　　　　　　　　　　

午
前
10
時
5
午
後
4
時

と
こ
ろ

市
民
ホ
ー
ル
(府
中
一
丁
目
)

0
ラ
ジ
オ
番
組
｢
ヨ
ラ
ポ

o
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
｣
を
は
じ
め
ま
し
た
!

と
き

毎
月
第
4
月
曜
日

午
後
1
時
5
2
時

周
波
数

F
M
7 9
･1
メ
ガ
ヘ
ル
ツ

内
容

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
ゲ

ス
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど

※
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
も
募
集
し
ま
す
。

問
合
先

N
P
O
え
ち
ぜ
ん

公
(2
2
)
6
4
1
1

　 　　　　　　　　
T A N N A N F M 7 9 .1

●｢丹南ドットエフエム｣
日
時
ト

レ

曜
2
ン

夢
2

金

~
べ

ん
鋭

~
時
イ
ど
な
説

月
1
の
な
ん
栩

週
後
内
報
た
況

毎
午
市
情

3

内容 市内のイベント、 行政
情報など

問合先 たんなん夢レディオ先
倦

　

　
　

内

間

土
と
い
の
ち
の
会
収
穫
祭
で

秋
の
一
日
を
楽
し
も
う
!

生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
や
、
地

場
農
産
物
の
地
場
消
費
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

と
き

n
月
2 3
日
㈲

午
前
10
時
~
午
後
2
時

と
こ
ろ

蔵
の
辻
(蓬
莱
町
)

内
容

地
場
農
産
物
の
販
売
、
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
パ
フ
オ
ー

マ
ン
ス
な
ど

0
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
店
料

1
0
0
0
円
(1
店
)

　　
　　

越
前
和
ツ
シ
ョ
イ
!

い
ま
だ
て
m
和
紙
の
里

n
月
器
日
㈲
、
2 4
日
田
、
お

午
前
9
時
5
午
後
5
時

と
き日

目

と
こ
ろ

和
紙
の
里
通
り
(新
在
家

町
)周
辺

内
容

和
紙
を
使
っ
た
も
の
づ
く
り

体
験
や
子
ど
も
の
遊
び
場
、
屋
台

村
な
ど

問
合
先

パ
ピ
ル
ス
館

禦
4
2
)1
3
6
3

第
1
回
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
△至
誠

日
本
の
ァ
べ

N
メ
ギ
臨
踊
翳
し

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

朴
敲
き国
難

オ
の
約
83
%
が

ち“
＼
-¥

′袖霧
墨
州

生
息
す
る
市
西

載
れ“き
ノ
鰈
認

部
地
域
を
主
会

署
翹逮瀞
財
三翁
;
&

場
に
、
絶
滅
の

み‘
う

、きき
"
鼡巍

危
険
性
が
極
め

礬
鰡
閥
鎧
蕪

て
高
い
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
、

今
後
の
保
全
対
策
を
研
修
し
ま
す
。

と
き

1 2
月
1 5
日
①

.
1 6
日
㈲

と
こ
ろ

武
生
第
五
中
学
校
(都
辺
町
)

内
容

特
別
講
演
、
事
例
発
表
な
ど

問
合
先

里
地
里
山
再
生
推
進
室

寒
2
2
)3
0
0
3

ロ
シ
ア
料
理
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
?

ボ
ル
シ
チ
や
ピ
ロ
シ
キ
な
ど
、
ク

リ
ス
マ
ス
に
ピ
ッ
タ
リ
の
ロ
シ
ア
料

理
を
作
り
ま
す
。

と
き

1 2
月
1 6
日
㈲

午
前
10
時
半
5
午
後
2
時

と
こ
ろ

青
年
セ
ン
タ
ー
(高
瀬
二

丁
目
)

参
加
費

5
0
0
円

申
込
締
切

1 2
月
1 3
日
"

申
込
･
問
合
先

国
際
交
流
協
会

寒
2
4
)3
3
8
9

年
末
調
整
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

平
成
19
年
分
の
年
末
調
整
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き

n
月
2 0
日
の

〈法
人
対
象
〉
午
前
10
時
~
正
午

〈個
人
対
象
〉
午
後
1
時
半
5
3
時
半

と
こ
ろ

武
生
商
工
会
議
所
(塚
町
)

問
合
先

武
生
税
務
署

貸
2
2
)0
8
9
0

陵
月
4
日
;
10
日
は

｢人
権
週
間
｣
で
す

人
権
週
間
に
先
立
ち
、
子
ど
も
た

ち
の
書
い
た
人
権
ポ
ス
タ
ー
を
展
示

し
ま
す
。

と
き

n
月
19
日
㈲
~
2 5
日
㈲

と
こ
ろ

シ
ピ
イ
(新
町
)

問
合
先

福
井
地
方
法
務
局
武
生
支
局

寳
2
2
)0
1
9
4

過
重
労
働
･
賃
金
不
払
残
業

の
電
話
相
談
を
実
施

と
き

u
月
2 3
日
㈲

午
前
9
時
5
午
後
5
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
(8
9
7
)
2
8
3

問
合
先

福
井
労
働
局
監
督
課

独
0
7
7
6
(2
2
)2
6
5
2

Q
不
用
品
の
活
用
情
報
0

炎
ゆ
ず
り
ま
す
ヒ

.
電
子
ピ
ア
ノ

･
も
ち
つ
き
機

･
ガ
ス
こ
ん
ろ

･
オ
ル
ガ
ン

･
ス
チ
ー
ル
事
務
机
(4
台
)

･
ス
チ
ー
ル
ロ
ッ
カ
ー
(2
本
)

･
乳
幼
児
用
オ
ル
ゴ
ー
ル

･
幼
児
用
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

･
幼
児
昼
寝
用
布
団

･
ほ
乳
瓶
･消
毒
器
･補
飲
器
、

玩
具

炎
ゆ
ず

っ
て
く
だ
さ
い
ヒ

･
せ
い
ろ

･
電
気
ポ
ッ
ト

･
電
子
レ
ン
ジ

･
二
段
ベ
ッ
ド

･
全
自
動
洗
濯
機

･
ピ
ア
ノ

･
シ
ル
バ
ー
カ
ー

越前市広報11月15日号 ⑩

申
込
･問
合
先

消
費
者
セ
ン
タ
ー

費
2
2
)3
7
7
3

W A R M B IZ
* - 故多めに羽織る

*保温膣の高い肌着を着る
室内温度

*ひざ掛けなどを使う o 2 ぴc

0000000000000000000000000000000e0000の00

　
　　

　
　

* カーテンを閉める

*暖肩は小まめに切る

　
　
　

う

あ

る

使

歓
る
切

す

を

め

っ

か
物
開

動
み
を

を
飲
ン

ダ

い
テ

ラ
ガ

一
一

力
温
力

*

*

*

*

000000000000000000000の00000000000000oo0



｣
コ

ー

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　　　
　　
　
　

　
　　

　

　　　
　　　　

)
‐リノう
て

　
　
　
　補

装
具
の
巡
回
無
料
相
談

【お知らせ】 施設の名称が類似していることから、次のように統一します。
●福祉健康センター(アル ･プラザ武生) 二 福祉健康センター(ハート ･フル ･たける･)
●社会福祉センター(杉尾町) → 社会福祉センター(今立)

社
会
福
祉
課
寳
2
2
)3
0
0
4

　　　
　　　

⑧
↓
琳
声寸由uに医
や･旧-ネ総凧"△nこ｣同
好叫相
談
所朗職
員

補
聴
器
や
車
い
す
な
ど
の
相
談
に
、

次
勤

が
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
補
装
具
の
判

　　
　
　　

午
後
1
時
5
2
時

酵

膨

(ハ
ー
ト
･
フ
ル
･
た
け
ふ
)

蹴
鰍
樅
萩筈安
ね･ムも
の}
舟印
鑑瓣

白身掟
体
吐陣
生
-呈
目[

名
健
福

手
帳
(持
っ
て
い
る
人
)

対象業種 有効年度 申請期間および条件 提出書類

建設工事

平成20年度 灘襲 語

、

辞
書

臥
砿

請

る
市

窯飜蹴器
翳撫

劇椛撹鰐
躰爛禦

鰍鱒道轢斡螺瀞錢

繊糊簑糒鰄畑豹働

小規模(130万円以下)の修繕工事

測量 ･調査 ･ 設計など

圏
◎
日

俎
騰

[月

2蜘緘
物品･印刷･資材･業務委託など 聡璃
※直接提出する場合は、 平日午前 8 時半~ 午後 5 時半まで

市
の
入
札
･
見
積
り
に
係
る

資
格
審
査
の
申
請
に
つ
い
て

財
務
課

費

2
2
)3
2
3
4

市
が
発
注
す
る
入
札
や
見
積
り
に

参
加
し
た
い
人
は
、
必
要
な
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
呈
電子
窓
口

ふ
く
e
i
ね

っ
と
｣

か
ら
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
わ

家
屋
を
取
り
壊
し
た
人
へ

税
務
課

費

2
2
)3
0
1
4

今
年
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
人
は
、

｢家
屋
滅
失
届
｣
を
市
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
建
物
の
用
途
を
店
舗
か
ら

住
宅
に
変
更
し
た
場
合
や
、
住
宅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、
耐
震
改
修
を

し
た
場
合
は
、
固
定
資
産
税
の
軽
減

措
置
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

提
出
場
所

市
税
務
課
、
今
立
総
合

支
所
、
味
真
野
･
白
山
出
張
所

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
外
に
転
出
し
て
い
る
人
の

成
人
式
の
申
し
込
み
方
法

生
涯
学
習
課

寒

2
2
)3
9
7
7

就
学
や
就
職
の
た
め
市
外
へ
転
出

し
て
い
る
人
で
、
平
成
20
年
1
月
13

日
印
に
開
催
さ
れ
る
成
人
式
に
出
席

を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
当
市
に
住
民
票
の
あ
る
人
は
、
申

し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
送
付
先
住
所
、
電
話
番
号
を

ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

申
込
先

〒
%
-
8
5
3
0
(住
所
不

要
)

生
涯
学
習
課

再
生
品
を
提
供
し
ま
す

利
再
来
館

寒

2
8
)1
3
9
0

(月
曜
日
･祝
日
の
翌
日
は
休
館
日
)

と
こ
ろ　　

　
　　
　
　

(府
中
一
丁
目
)

申
込
期
間

1 2
月
1
日
①
~
平
成
20

年
1
月
4
日
釛

※
希
望
価
格
を
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
発
表

平
成
2 0
年
1
月
10
日
の

※
当
選
者
に
は
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

引
取
日

平
成
2 0
年
1
月
1 3
日
㈲

そ
の
他

展
示
品
は
南
越
清
掃
組
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
れ
ま
す
。

耳
言
"
"
"
"
□
斜
口
の
言
こ
の
①
拡
0
に
b
ご
□

●
自
転
車
修
理
教
室

と
き

1 2
月
1 6
日
㈲

午
前
10
時
~

午
後
3
時

と
こ
ろ

利
再
来
館
(勾
当
原
町
)

※
昼
食
は
、
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員

5
人
(要
予
約
)

税
の
作
品
を
展
示
し
ま
す

南
越
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

寳

5
3
)2
2
1
1

小
中
学
生
が
｢税
金
｣
に
つ
い
て
ど

ん
な
考
え
を
も
ち
、
ま
た
学
校
や
家

庭
で
ど
ん
な
話
し
合
い
を
し
て
い
る

の
か
が
わ
か
る
、
作
文
や
標
語
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。

と
き

u
月
1 9
日
㈲
~
2 6
日
側

と
こ
ろ

市
民
ホ
ー
ル
(府
中
一
丁
目
)

福
武
線
利
用
促
進

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

政
策
推
進
課

費

2
2
)3
0
1
6

鉄
道
や
路
線
バ
ス
は
、
高
齢
者
や

学
生
を
は
じ
め
市
民
の
身
近
な
移
動

手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

福
鉄
･
福
武
線
を
存
続
さ
せ
る
た

め
に
は
、
市
民
の
意
識
と
協
力
が
必

要
で
す
。
福
武
線
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　　
　

と
こ
ろ

福
祉
健
康

セ
ン
タ
1
(ハ
ー
ト
･フ
ル
･た
け
ふ
)

内
容

●
福
武
線
の
現
状
報
告

●
事
例
発
表

｢え
ち
ぜ
ん
鉄
道
存

続
運
動
と
活
性
化
の
取
組
み
｣

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

｢み
ん
な
で
守
ろ
う
福
武
線
｣

コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー

か
わ
か
み
よ
う
じ

･
川
上
洋
司
氏
福
井
太
字
大
学
院
教
務

パ
ネ
ラ
ー

く
と
う
と
し
ゆ
き

･
工
藤
敏
幸
氏
(福
武
線
で
通
う
高

校
生
の
保
護
者
)

さ
だ
ま
さ
ふ
じ
こ

･
定
政
富
慈
子
氏
(福
武
線
利
用
者
)

さ
か
の
り
よ
う
じ

･
坂
野
良
治
氏
(市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
)

と
み
な
が
よ
し
の
り

･
冨
永
昌
孝
氏
(武
生
商
工
会
議
所

専
務
理
事
)

た
か
は
し
や
す

た
ろ
う

･
高
橋
八
州
太
郎
氏
(N
P
O
法
人
ふ

く
い
路
面
電
車
と
ま
ち
づ
く
り
の
△5

⑪ 越前市広報11月 15日号



(鷺　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
◎ハートフ′=専用パーキング

障害者や高齢者、 妊産婦など歩行困難な人
がスムーズに駐車できるように、 専用の駐車車

た

駐

し

の

ま

専用パーキング(身体障害者等
と案内表示し、利用証を持つ人が

スペースを市役所や図書館などに

き
.
国

ミ

　
　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

ズ

を

ミ

場

一
ス
斗

車

ム

一
Y
駐

ス

ペ
ワ

用

が

ス

専 灘
0　　　　

　　　　　　　
です。

　
　　
　
　
　　

*
匿
…*"
“

　
　
　
　
　　

◎ハートフルパーキング
障害者や高齢者、 子ども連れなど歩行困難

な人が優先的に使える駐車スペースを、 各施
ま

と

し

仇

保

ン

　
　

近

ミ

付

け期
出

o

＼

の

た

り

設

し

案内表示しています。
利用証は必要ありません。

餅

5

4

9

幽(

Q
U
A
Y
Q
U

ツ
-鮴

1

0
3

桝
4

3

0

　
　

　
　
　
　
　
　

2

2

2

　
　
　

丹南健康福祉センター

ワ!ワ!

一

0　

ネ

課

福
課
祉

康
祉
福

健
福
害

先
南
会
障

合
丹
社
県

問

対
象

市
内
に
住
む
40
歳
以
上
の
人

で
、
介
護
に
関
心
が
あ
る
か
介
護

の
経
験
が
あ
る
人
な
ど

※
3
泊
4
日
、
1
泊
2
日
、
半
日
、
各

1
回
の
研
修
に
参
加
で
き
、
自
動

車
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
る
人

募
集
人
数

2
人

申
込
期
間

n
月
1 9
日
㈲
~
1 2
月
1 4

日
絵

申
込
方
法

介
護
保
険
に
関
す
る
作

文
(4
o
o
字
詰
め
原
稿
用
紙
2

枚
程
度
)
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
直
接
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先

〒
%
-
8
5
3
0
(住
所
不

要
)
介
護
保
険
室

※
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

(毎週金曜日 午後 9時半更新)

自
衛
隊
生
徒
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
事
務
所

賞

2
2
)6
1
3
9

募
集
種
目

陸
上
自
衛
隊
(男
子
)

応
募
資
格

･
中
学
校
卒
業
(見
込
み
含
む
)

$
歳
以
上
5
17
歳
未
満

※
入
隊
と
同
時
に
高
等
学
校
の
通
信

課
程
を
受
講

申
込
期
間

平
成
20
年
1
月
8
日
"

試
験
期
日

一
次
試
験

平
成
20
年
1
月
12
日
①

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

｢犯
罪
被
害
者
等
支
援

県
民
の
つ
ど
い
｣を
開
催

県
県
民
安
全
課

独
o
7
7
6
(2
0
)o
7
4
5

と
き

1 1
月
2 5
日
㈲

午
後
1
時
~

と
こ
ろ

県
生
活
学
習
館
｢ユ
ー
･ア

イ
ふ
く
い
｣
(福
井
市
下
六
条
町
)

参
加
料

無
料

｢明
る
い
選
挙
推
進

県
民
の
つ
ど
い
｣を
開
催

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
蜜
(2
2
)3
0
1
3

と
き

12
月
8
日
土

午
後
1
時
半
5

と
こ
ろ

県
生
活
学
習
館
｢ユ
ー
･ア

イ
ふ
く
い
｣
(福
井
市
下
六
条
町
)

参
加
料

無
料

　

　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

あ
た
り
4
時
間
程
度
)

申
込
期
間

1 1
月
3 0
日
③

申
込
方
法

公
共
施
設
の
管
理
に
つ

指
定
管
理
者
評
価
委
員
を

い
て
の
意
見
(様
式
は
自
由
)、住
所
、

募
集
し
ま
す

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
直
接

行
政
管
理
課
費

2
2
)3
0
1
3

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

公
共
施
設
の
管
理
を
受
託
す
る
指

申
込
先

〒
%
-
8
5
3
0
(住
所
不

定
管
理
者
が
、
適
正
か
つ
効
率
的
に

要
)
行
政
管
理
課

運
営
し
て
い
る
か
を
評
価
す
る
委
員

会
を
設
置
し
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
人
数

2
人

介
護
保
険
室

費

2
2
)3
7
1
5

応
募
資
格

2 0
歳
以
上
で
市
内
に
住

所
を
有
す
る
人

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
疑
問
や
不
満
、

任
期

2
年
間

不
安
の
解
消
を
図
り
、
介
護
サ
ー
ビ

職
務
内
容

施
設
ご
と
に
、
指
定
管

ス
の
質
的
な
向
上
の
た
め
に
活
動
す

理
者
の
管
理
状
況
を
評
価
し
ま
す
。
る
｢介
護
相
談
員
｣
を
募
集
し
ま
す
。

11月 ~ 12月の越前市関連の番組案内

※番組は予告なく変更することがありますので、 ご了承ください。

　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　 　 　 　　　

◎越前市情報ナビ(2週間放送) (隔週月曜日 午後 7時半更新)

11月 5 日~ 19日 ｢緊急地震速報をご存知ですか ? ｣
しんせいしようにん

19日 ~ 12月3日 ｢-- 乱世を生きる - 真盛上人｣展

23日 ~ 30日 新ふるさと発見伝~ 南地区④~
30日 ~ 12月 7日 紫式部と武生② 再放送

　
　　
　

　
　
　

②

し

曜
穀

舶
親

ら

金
-

火

六

越前市広報11月 15日号 ⑫

(毎週火曜日 午後 8時30分更新)

王子保小学校 親子ふれあい学級

(毎週金曜日 午後 9時15分更新)

　

　
　

　
　　

と
で
導
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融
資
制
度
の
案
内

※
設
備
資
金
に
は
市
の
利
子
補
給
制

度
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先

各
金
融
機
関
の
受
付
窓
口

ま
た
は
商
工
政
策
課

寳
2
2
)3
0
4
7

名 称 融資限度額
(万円)

年利率(%)
(11月15日現在)

返済期間 受付窓口

定安活
金

生
資

勤労者 50 2
,
3 ~ 2

.
7 5年以内 労働金庫武生支店

自営業者等 50 2
.
3 ~ 2

.
7 5年以内 市内の各信用金庫

県育児 ･介護休業
生活資金 の 旧

｣
一十杉岬嗣 内

=鰕にJ 鰤饑脳男
掌
未
"
こ

車
中
幹逆

雄
快
湾
貝

胡桃
席
燃

由
り
大目

運転資金 500 復み 内
け

以年にJ

-T
･

錮
庫

各
金用

市
信

設備資金 1
,
000 5つこ~7 内

=鰕7!
業
金

企
資

小
興

中
振

運転資金 1
,
000 器浄 内

"鰕に〕
設備資金 2

,
000 第浄 内

け
以年フ

r

屋
根
雪
下
ろ
し
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

長
寿
福
祉
課

容
(2
2
)3
7
8
4

市
で
は
大
雪
の
と
き
に
、
屋
根
雪

を
下
ろ
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

雪
下
ろ
し
手
の
な
い
独
居
高
齢
者

な
ど
の
自
宅
の
屋
根
雪
を
下
ろ
し
ま

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

平
成
2 0
年
2
月
29
日
⑥

ま
で
随
時

※
雪
下
ろ
し
実
施
前
に
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

※
傷
害
保
険
お
よ
び
賠
償
保
険
に
加

入
し
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
ロ
ー
ル
ケ

ー
キ
を
作
り
ま
せ
ん
か

式
部
ふ
れ
あ
い
館

独
(2
3
)0
0
4
7

と
き

1 2
月
2 3
日
㈲
、

2 4
日
㈲

　　
　
　

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン

申
込
締
切

1 2
月
9
日
印

定
員

各
日
10
人
(申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
)

※
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

一
本
を
持
ち
帰
り

で
き
ま
す
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

申
込
･
問
合
先

費
2
7
)7
8
0
0

●
写
真
展

　　
　
　
　

●
花
の
ハ
ガ
キ
給
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示

(花
と
緑
の
会
)

内
容

花
を
テ
ー
マ
に
し
た
ハ
ガ
キ

絵
、
約
3
0
0
点
を
展
示

薹
ハ通
事
項
】

と
き

1 2
月
4
日
"
~
平
成
20
年
1

月
3 1
日
"

午
前
9
時
$
午
後
4
時
半

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

入
場
料

無
料

･
ハ
ツ
杉
森
林
墜
落
を
シ
ク
ー
･

鰹
し
餓
参
海
港
募
集

申
込
･
問
合
先

費

4
2
)3
8
0
0

●
落
ち
葉
の
森
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

と
き

n
月
2 3
日
㈲

午
前
10
時
~
午
後
3
時

内
容

リ
ー
ス
づ
く
り
、

落
ち
葉
た
き
、
焼
き

芋
体
験
ほ
か

　　
　
　
　

手
提
げ
袋

参
加
料

大
人
1
0
0
0
円
、
子
ど

も
8
0
0
円
(昼
食
代
含
む
)

定
員

50
人
(先
着
順
)

●
天
体
教
室
｢す
ば
る
星
団
を
見
よ
う
｣

と
き

1 1
月
2 4
日
の

午
後
8
時
5
9
時

※
雨
天
･
雲
天
の
場
合
中
止

参
加
料

無
料

00000G0000000000000000000000Gooooe@○ooooooooo

【八
ツ
杉
森
林
学
習
セ
ン
タ
ー

冬
期
休
館
の
お
知
ら
せ
一

冬
期
は
積
雪
に
よ
り
ア
ク
セ
ス

路
が
不
通
に
な
る
た
め
休
館
し
ま
す

期
間

12
月
1
日
①
~
平
成
20
年

3
月
3 1
日
⑪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
壷込 o濶合苑 ワークメイト 毬 2 3 6 憊 5 5ワークメイト 妃関2 3》◎憊 5 5

定員 20人●パソコン講座(午前･昼の部)

コース名 開催日 時 間 受講料 テキスト代
初めての パソコン 鋤ロ=]

ワ‘ト鯛ロ=]りJ日
"

12 午
I

洋
｣~時

円
Q
J

二別午
I 円0ÛPに、〕 円〔Vn

Y
n
Y

L
｢

ワード2 0 0 3初級 閑ロ
]

19ト侶ロm]17月12 詳時樅塒滋削午
I 円Ûn

Y
n
Y

ワ‘ 円nY=̂〕=̂〕
L
｢

08
08
0:
8
8
8
8
8
8
:
03
03
1
:
:
o8
8
8
8
%

㈱
●
越
前
の
旗
本

-□
□
の回
国
-田口
"日
□
-囮
圈
-國
四
-曰回
-日■
-1
鴎
-1
員
-1
■
-1
-
甘

　

　　
　
　
　　
　
　　　
　　
　
　

　

=
動
割尋

キ
ー
半

=
こ
れ

ハ.′

‐′

1
萬
軍溥
｣こ
こ

-
-
{
‐

。
議朝
方
~孝
司
合
作

主
摩
学
習
セ
ン
タ
ー

1

-
講
中残
ね
h

メリ
ムン

と
豆
瀞
に
彬
}
"
‘

=

　
　
　
　
　　

　
　

　

　

.
瀧謳
}擬
さ
-

請
ぜ
:
ニ
ソ
ー
、-
I
･

1

一
“
雪匙
‘
鴬

a
メ2
2
し3
0
0
5

=

團
越
前
お
も
し
ろ
歴
史
回
廊

n約図

::":--

-I'lll--l1111----l1-

--

、.

醐
と
き

剛
午

園
講
師

か
ね
も
り
さ
き
よ
う

金
森
左
京

き

1 2
月
8
日
土

午
前
10
時
~
11
時
半

さ
い
と
う
た
だ
ゆ
き

師

斉
藤
忠
征
氏

定員 2 0′･●パソコン講座(夜の部:午後 7 時~ 9時)
コース名 開催日 曜 日 受講料 テキスト代

ワード2 0 0 3初級 11′! 28 馴れ~ 12月19日(加 毎週水･金曜日 7
,
0 0 0円 1

,
0 0 0円

J W C A D 基本 閃ロ=]お日
"咋溌困ロ]勉n 口

]曜木火週毎 円Û=̂〕
n
Y

n
v

1
4 円nYn

vP1上
これだけは知りたいW eb2.

O 倣ロ]月12、1
人鯛ロ]月12 円0〔UÛ乙̂ しな

けは知りたい情報セキュリティ 倣ロ=]12月12
、.

側ロ=]m月12 円nY0〔U乙̂ しな

團

(市
史
編
さ
ん
委
員
)

臘
受
講
料

無
料

回剛
…
パ
ソ
コ
ン
講
座

　馴
●
ら
く
ら
く
年
賀
状
①

皿
と
き

1 1
月
26
日
側
~
28
日
"

旧

皿

午
前
9
時
半
5
正
午

=

鰤
●
ら
く
ら
く
年
賀
状
②

=

皿
と
き

12
月
3
日
側
~
5
日
榑

刻

園

午
前
9
時
半
5
正
午

…

皿
●
ら
く
ら
く
年
賀
状
③

酬

蜘
と
き

1 2
月
10
日
㈲
~
12
日
伽

.

剛
午
後
9
時
半
$
正
午

酬

鬮
薑
ハ通
事
項
□

剛
内
容

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
の
m

廳

年
賀
状
作
成

剛
対
象

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
酬

邱

で
き
、
文
字
入
力
が
で
き
る
人

雌

旧
申
込
期
限

1 1
月
2 1
日
閖

。

晒
定
員

1 2
人
(初
め
て
の
人
優
先
。
M

帥
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
)
卿

団
受
講
料

3
0
0
円
(テ
キ
ス
ト
代

朋

胴

9
5
0
円
)

罪
曰ロ
ー
ロE
一目圃
一
G国
"
□囮
已
囮日
一
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一
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【ニ脚
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【お知らせ】 施設の名称が類似していることから、次のように統一します。
●福祉健康センター(アル ･プラザ武生) “ 福祉健康センター(ハート ･フル ･たける･)
●社会福祉センター(杉尾町) → 社会福祉センター(今立)

持 と と 対
布 配 診 ち こ き そ 象
無 布 査 物 ろ の
料 す 受 1 2 保 3
券 る 診 3 歯 月 護 歳
と フ の 歳 科 4 者 児
歯 ッ と 児 口 日 健
ブ 素 き 健 腔ひく) 康
ラ 塗 に 康 保 、 診
、 健 11 査、ン

　　　　　　

歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

牡
(2
2
)1
0
2
0

3
歳
児
親
子
歯
っ
ぴ
ー
教
室

対
象

3
歳
児
健
康
診
査
受
診
児
と

と
こ
ろ

歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
公
っ立
)

･ち
物

3
歳
児
健
康

1 2
月
9
目
印

診
査
受
診
の
と
き
に

、
頂
、

、
田

･

最
氏

お ▼ ▼
ホ の 願 12 社 12 市
1 折 い 月 会 自 民
ム リ 9 福 2 木
ぺ 圦 詳 日 祉 日 l
1 … 聯 (日)セ (日)ル

健
康
診
査
を
受
け
よ
う
!

健
康
増
進
課
寳

2
4
)2
2

　　 　(月) -

　　
2

定 参
員 加

料
3 0
人 無

料

※
動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

内
容

里
地
里
山
を
舞
台
に
、
自
然

と
こ
ろ

し
き
ぶ
温
泉
湯
楽
里
(白

や
農
作
物
、
文
化
の
解
説
者
を
目

●
第
1
回
(全
5
回
)

　
幅 ち 指 や
子 物 す 農
、 た 作

水 筆 め 物
筒 記 の 、

、用 講 文
マ 具 座 化
イ 、 の
力 雨 解
Z が 説
フ
ル姿 莚

内 と ●
客 5 2 き 里

　　　　
5 2 き 里 題 ･

5 目 地 . ＼時 (日)11 里 問
い

“異端 難ゞ
　 　　 　 　

月 山 襲 ‘

い 2 5 解 先 テ

ず 日 説 メ ノ

　　　 　　　　

と 対 防 持
こ 象 教 つ い
る 室 て つ

6 5 で 生 ま

　　　
泉
皿

垈
る 元
た 気

盪罷 め で

者 の逡

8

　 　　

　 　 　

2
へ‐ノ

3 も

湯
薬
里
い
き
い
き
長
寿
教
室

※
湯
楽
里
ま
で
は
バ
ス
を
ご
利
用
く1 く

●離乳食教室(1歳未満の乳児)

髓
薑

平
成
2 0
年
2
月
4
日
用
･

2 5
日
㈲
、
3
月
3
日
側
、

時
間

午
前
10
時
半
~
正
午

※ 申 参 幕 時 ● ● と 対 防
だ 湯 直 込 険 加 集 間 25 平 第 平 12 第 こ 象 教
さ 楽 接 方 料 料 入 日 成 2 成 月 1 ろ 室
しき墨芒法会 数箭(月潟0眞笙0 3要し驚5手

だ 湯 直 込 険力
さ 楽 接 方 料 率
い 里 申 法 含
0 ま し む 2
で 込 長 )

o
は ん 寿 o
バ で 福 0

　　　
ゞ さ へ
　　　

で、

o 各 10 3 2

　　　　　　

　　　　

回 2 0 3
容 年 日

1 (月)
月 、

) 7 10
日 日
(月)(月)

　　　
(月)(月)

*さんち ぢむきベアなれ-M 乱し

6カ月児健康診査
1 1月 2 1日(樽、12月 5 自然)、19日(樽
午後 1時半~ 2時半
　　　

　 　 　
明 刎困･朗 6日困･刎困 嶬 き

“ 1日吉 ~ 2日寺ュ′

歳児健康診査
き 11月 22日(村、12月

午後 1 時 ~ 2 時半

●のびのびはったつ教室 圃霊園
(発達が気がかりな幼児と、その家族)

午前 9 時半 ~ 1 1時11月28日(樽

●育児相談(1歳未満の乳児)
12月 3 日(月) 午前 9時半~ 10時半

12月 3 日(月) 午前10時 ~ 1 1時

もの相談会 国富囮
12月 10日(月) 午後 1 時 ~ 5 時

●両親学級(これから親になる人と、その家族)
12月 16日(日)

月児セミナー
12月 17日(月)

午後 1 時10分 ~ 3 0分

午後 1 時10分 ~ 3 0分

･ 日 日 ｣ご
日 霊

保 (月)(月) =｣(月)(月)

た 気
温

の
兀

費ん呈
　　 　　 　　　
　　 　　 　 　　

崎
介 が る 薹

町
議 い

4 に) 予 を

問合先 健康増進課 18 (2 4 )2 2 2 1

●チャレンジ教室(生活習慣病予防の運動)
とき 1 1月2 1閑、12月 5 日囚、19日粥

午前 9 時半 ~ 11時

●いきいき運動広場(自主的に運動できる部屋を開放)
とき 1 1月 3 0日金)、12月 7 日釜、14日途)、2 1日途)

午前 9 時 ~ 1 1時

●こころの相談(心理カウンセラーの相談)国囮囮
とき 12月 14日途) 午後 5 時 ~ 7 時4 0分

●はつらつ教室(転倒予防の健康体操など)
とき 1 1月26日(月)、12月 10日(月) 午前 9 時半 ~ 11時

●こころの相談室 國囮囮 公(4 2 )3 9 3 9

(電話や面接で、相談が受けられる)
とき 1 1月2 6日(月)、12月 3 日(月)、10日(月)、17日(月)

午前10時 ~ 午後 4 時
● 1歳 6カ月児健康診査

とき 12月 18日の 午後 1時半~ 2時半

●すこやかサロン(乳幼児)
とき 12月 2 1日釜 午前 10時 ~ 1 1時

- - - ----‐‘‐ - - -- - -

(認証登録)

品質 I S O 9 0 0 1

環境 I S O 1 4 0 0 1

労働安全衛生O H S A S 1 8 0 0 1

州 H 彬ョsh

地域内トップの技術力と実績

各種電気工事
･工場施設

･一般住宅

･小規模設備

オール電化設備
･ オール電化住宅設計施工
･エコキュート、 電気温水器
･蓄熱式電気暖房器(蓄暖)
･ I H クッキングヒーター
･太陽光発電電気工事･冷暖房工事･電気通信工事

林電気株式会社
越前市芝原 4 - 5 - 2 2

密 : 2 2 一 3 3 2 6 (代)

設計 ･新設 ･改造 ･修繕 ･省エネ設計施工 ･等々
なんでもご気軽に、 ご相談ご用命下さい

越前市広報11月 15日号 ⑭



□ u Lj u □ u 臼 D u n ロロ□□□□□□ロロロ
　
□
ロ ･----

目 臨ま,相談
□ ･生涯学習センター(府中一丁目)

日 咎(2 2 )3 0 0 5
□ 第 1 ･ 3 月曜日 午後 1時半~ 4時
日 ‐社会福祉センター(今立)
□ 独(4 3 )8 8 8 8
ロ 第 2水曜日 午後 1時半~ 4 時

日○人権福談
□ ･生涯学習センター(府中一丁目)

日 鰡(2 2 )3 0 0 5

ロ 第 1月曜日 午後 1時~ 4 時
ロ 第 3金曜日 午前 9 時~ 正午
　　　　　　　　　
ロ (電宵古での相談、受け付けはできません)
ロ

.社会福祉協議会武生事務所　
ロ (ハート ･フル ･たけふ)

日 公(2 2 )8 5 0 0

ロ 第 1 ･ 3木曜日 午前9時半~正午
ロ 午前 8 時半から受付(定員10人)

日 O 消費生活相談
□ ･消費者センター(センチュリープラザ)
□ 管(2 2 )3 7 7 3
u

月 ~ 金曜日 午前 8 時半~ 午後 5時　

日くり結婚相談
□ ･生涯学習センター(府中一丁目)
ロ 公(2 2 ) 3 0 0 5

日 第 1 ･ 2 ･ 3 水曜日 髻表 1時 ~ 4 時

□ 第4土曜日(本人のみ) 午後 1時~ 4 時
ロ .社会福祉センター(今立)

日 公(4 3 )8 8 8 8
ロ 第 1 ･ 3水曜日 午後 1時半~ 4 時
ロ
ロ

　　　　　　　
n γ"ヤングキャリアナビゲーション

日 働く著者を対象【こ、仕勢や対人関係
□ の悩みについての相談や、 能力向上
□ のための十詳報提供を行いきせず)

日 月曜日 午後 7 時~ 9時
□ ※事前に予約が必要

B ※ 1日 3 人まで･ 1 人あたり50分

□ ･地域職業訓練センター(高瀬一丁目)
□ 管(2 3 )6 8 5 5
□

☆著者の就職に関するカウンセリング
毎月第 1月曜日 午後 1時~ 5 時
※ 5 日前までに予約が必要

･地域職業訓練センター(高瀬一丁目)
咎(2 3 )6 8 5 5

　　　　　　　　　

0 性差などによるいろんなy悩み･相談
.男女平等オンブッド(ハート･フル･たけふ)

公(2 2 )3 6 6 8

毎週月 ~ 金曜日 毎月第 1土曜日
(第 1土曜日に限り予約が必要)
午前 9 時~ 午後 5 時

　　　　　　　　
電子メールアドレス

o m b u d @ c ity .e c h iz e n .Ig i p

0 女性相談
児童福祉課 咎(2 2 )3 0 0 6

水曜日 午前 9 時~ 午後 5 時半

酔高ね.

0 家庭児童7}月談室コひとりう現家庭相談
児童福祉課 煙く2 2 )3 0 0 6

月 ~ 金曜日 午前8 時半~ 午後 5時半
0 児童養護に関する相談
(緊急の場合ぼく夜間でも受け付けます)

う足童家庭支援センターたけふ｢ポケット｣
公(2 2 )3 0 7 7

毎日 午前 9 時~ 午後 5時半

○子育て相談(地域子育て支援センター)
･ N P O 法人 子どもセンター
｢ピノキオ｣(ハート ･フル ･たける･)

管( 2 3 )8 2 1 1

毎日(休日も) 午前 9時~ 午後 5 時
･ ｢フオルマシオーン｣(国高保育園内)
煙く2 3 )6 3 1 8

月 ~ 金曜日 午前 9 時~ 午後 5時
･ ｢いまだて｣(栗田部保育園内)
容(4 2 )2 5 1 1

月 ~ 金曜日
午前 9時~ 午後 5時

どこに電話すればいいのか l

　　　　 　　　
0 市民綱目婿電話

毬( 2 2 ) 1 1 2 2

月~ 金曜日 午前8時半~ 午後 5時半
0 夜間、 子どもが急病になったとき、
すでに病院に行ったほうが良いのか、
翌朝まで様子をみて良い “、ゞ
のか迷っ7ごときに、 小児
科医が電話でアドバイス )
します。
煙 # 8 0 0 0 (短縮ダイヤル)
煙 0 7 7 6 ( 2 5 )9 9 5 5

毎日 午後 7時~ 11時

□
□

□
□

□
□

　 　 　　　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　　　　

C y rノングテレフォン
牡(2 3 )6 6 9 9

月~ 金曜日 午前8 時半~ 午後 5時半
0 知的障害者の相談(要予約)
･社会福祉課 管(2 2 )3 0 0 4

第 2水曜日 午後 1時半~ 4 時
0 心配ごと相談
･社会福祉協議会武生事務所
(ハート ･フル ･たけふ)

独(2 2 )8 5 0 0

火曜日 午後 1時半~ 4 時
0 にころの健康相談(要予約)
･丹南健康福祉センター(鯖江市水落町)
管(5 1 )0 0 3 4

第 1 ･3木曜日 午後 1時半~ 4 時半

□
□

ロ
ロ

□
□

ロ
ロ

-＼‐--　　　　　　　
　　　　　 ,

ふ き打者'与り
も ぐダリミシン/

　　 　　　　　 　
.~絃ゲテ ね ｣ーコ u コロ曰 LJ u u u [』□ロロ u u ロロ n u n　

　
　　　　　

　 　 　
　　　

ロ
ロ

　　　　　　　　　　
｣±
リ健康相談
･健康増進課 咎(2 4 )2 2 2 1

□

ロ
ロ

□ 大 別 " ｣ 'ト N'、 l 毎週月 ~ 金曜日 l
日 ‐地域職業訓練センター(高瀬- T 目) ! 午前 8 時半~ 午後 5時半 l
□ 咎(2 3 )6 8 5 5 1 i

□□□ n n n ロロ n n n ロロ□□コロロロロ n □□ロロ n n n rTロロ Lコロロロ n n 月日 r肥l : r i

かんげつ その

承姥療養塚 獺労の有
｢閑月の苑｣は、後継者のいない人の共同納骨塚

です。納骨供養料は-霊につき 1 0万円からですぎ
宗教･宗派に関係なく、どなたでも御利用いた

だけます。

者梅の苑墓地管理事業所 管 27‐8835

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　　 　　　　　　　 　

　　

に主導｢箋
& 乱 を三!　　　　 　　　　

　　　
　 　　　　　　　

　
　
　　　　　　

　　　　　　
　　　　　

ロ
ロ

▼提案箱で
･市役所正面玄関ロビー
･今立総合支所正面玄関ロビー

▼電子メールで
k o u ty o u @ c ity .e c h iz e n .1g .jp

▼ファックスで
F A X (2 4 )3 3 0 7

1 r鷲 l;r F 酊一軒事 F 1 t船主三lにl｢= 1 ｢] [コ ｢ r l n

国田
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フじをと きこわ 、}

辻疽 聖和ちゃん メゼ
(4歳)

　　　　　　
●国民健康保険税 ･介護保険料

→第 5期

【夜間納税窓口 ･納税相談日】
と き 第 1 ･ 3 火曜日

(祝日の場合は除く)および、
28日㈱、 29日㈱、 30日◎
午後 8 時まで
12月2日(日)
午前9時~ 午後4時

ところ 納税課
※口座振替の人は残高の確認を
※納税はお早めに

　　　　
◆総人口 87,445入
内外国人 3,37 1人

◆男 42,803入
内外国人 1,652人

◆女 44,642入
内外国人 1,7 19人

◆世帯数 28,954世帯
内外国人 2,457世帯

【10 月 1日現在】

　　 　　 　 　
越前市広報11月 15日号

◆越前市のホームページアドレス
h ttp :/ / w w w .c ity .e c h iz e n .Ig J p

◆編集･発行 越前市秘書広報課
〒9 15‐8530 越前市府中一丁目 13‐7
窓0 7 7 8 (2 2 )3 0 0 0 (代表)

※越前市は環境マネジメントシステム
lSO 14(刃1自己適合宣言を行っています。

｢′アト
-マ話し-コメ =ゞ '丸三〆謠･1
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員 場 ネ 容 象 こ き ,

料 ル る ゞ
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“
>

0 無 ア 単 歳 中 月 ァ,
0 料 夕 な 以 央 15もノ
人 1 工 上 図 日 字

な 作 の 書 仕)くり

)
ど ･ 子 館 ノ

ね を 人 ど 午 湾
行 形 も 後 い
　 　 　 　　

時 訓
5 声

●特別展 しん也、しよぅfこん
｢- 乱世を生きる- 真盛上人｣展
~ 12月 9日旧)まで

【講演会】
ひじり

●｢無欲の聖 真盛上人｣
11月23日㈱ 午後 2時~

やつみみてつゆう
講師 八耳哲雄氏

･ ｢真盛上人の越前布教と朝倉氏｣
12月 1日田 午後 2時~

まつばらのさくゆき
講師 松原信之氏

開館時間 午前10時 ~ 午後 6時
(入館は午後5時半ま

入館料 一般 400円
(入館は午後5時半まで)

一般 400円
小 ･中 ･高200円
* 団体は 3割引 (30人以上)

休館日 毎週月曜日と祝日の翌日
●名作映画上映会｢シアター公会堂｣

お づやすじろう
(昭和 7年 小津安二郎監督)

11月 22日困 午後 7 時 ~ 9 時

入場 無料

●山田パンダ M usic F rie n d s
おざきあ み
尾崎亜美トーク & コンサート

12月 1日田 午後 7時~
料金 一 般 4,000円

高校生以下 2,000円
※仝席自由

｢いじめ｣｢体罰｣｢悩みごと｣
何でも相談してください

鰡:o 12 0 (0 0 7 )1 10 (全国共通)

受付時間 午前8時半~午後 5時15分
(平日のみ)

問合先 福井地方法務局人権擁護課
咎 0 7 7 6 (2 2 ) 5 0 9 0

& 。
● /

I′ 尺より
　 　　　　　　

　　　　　　　　　

問合先

争議聖多野 “会談　
　　 　　　 　 　
　　 　　

9 4

●日本風景写真協会福井支部展
11月20日関 ~ 25日旧)

●まだ ･うまだ展(絵画)
11月2 1日国 ~ 25日旧)

しやゆう
●写真クラブ｢写遊ひの｣写真展

11月28日㈱ ~ 12月 2 曰く日)

●パステル画 二人展
12月 5 日㈱~ 9日(日)

●キルト工房
た め な が

T A M EN A G A パッチワーク作品展
12月 5 日㈱~ 9日(日)

●かたつむり会絵画展
12月 12日国 ~ 16日旧)

●吉田ときお 色鉛筆の世界
11月20日関 ~ 25日旧)

開館時間 午前10時 ~ 午後 6時
(入館は午後 5 時半まで
最終日は午後 4時半まで)

入館料 無料
休館日 毎週月曜日と祝日の翌日

●松竹大歌舞伎
おうしゅうあだちがばら そではぎさいもん
｢奥州安達原｣一幕袖萩祭文
よしつねせんほんざくら よしのやま
義経千本桜｢吉野山｣

いちかわかめじろう いちかわだんしろう
出演 市川亀治郎、 市川段四郎、いちかわもんのすけ

市川門之肋ほか

11月24日の 午後 1時半~
(開場は30分前)

料金 S 席 7,500円
A 席 6 ,5 0 0 円

学生席(高校生以下)3,000円
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